
 

 

 

 

 

 

 

寄付金速報 ― 10 月の米山月間に向けて ― 
8 月までの寄付金は前年同期と比べて 3.4％減（普通寄付金 0.9％増、特別寄付金 10.9％減）、約

1,070 万円の減少となりました。前年度よりは減少したものの、寄付累計額としては直近 8年間の

うち 2番目に高い金額で、好調に推移しています。多くのロータリアンの方々からのご寄付に厚く

御礼申し上げます。来月 10 月は米山月間です。当財団は内閣府より「公益財団法人」の認定を受

けているため、当奨学会への寄付金には所得税、法人税の税制優遇が受けられます。相続税も非課

税となります。詳細は当会ホームページをご覧ください。よろしくお願いいたします。 

理事会・評議員会報告 ― 新しい理事が選任されました ― 
理事会（8月 18 日開催）および定時評議員会（9月 7日開催）が以下の通り開催されました。 

  第十二回理事会  議長：三井章義副理事長  出席者：理事 26 人 監事 2人 陪席：1人 

【主な議題】2016 年度評議員候補者、理事・監事候補者、2015 年度事業報告および附属明細書、2015 年
度計算書類、2016 年度収支予算書一部修正・システム開発費の件、専門委員選任、定時評議員会招集、「株
式受領関連規程」の件、「寄付金名称」の件：承認 

  第六回評議員会  議長：坂本俊雄評議員  出席者：評議員 29 人、常務理事・監事 10 人 

【主な議題】2016 年度評議員選任､理事・監事選任、2015 年度計算書類および監査報告、定款変更：承認 

また、評議員会での理事選任を受けて、決議の省略による理事会（書面決議）を開催し、以下の
役員候補者が承認されました。 

 
 
 

 

ＧＥＴＳで米山学友がスピーチ 
ガバナーエレクト研修セミナー（ＧＥＴＳ）が 9月 5～6日、都内で

開催され、2 日目午後の全体会議セッション「ロータリー米山記念奨

学会プログラム」において、小沢一彦理事長と岩邉俊久事務局長が米

山記念奨学事業の現況報告を行いました。続く「ロータリー学友から

のメッセージ」のセッションでは、ロータリー平和フェローと共に、

二人の米山学友、スリランカ出身でよねやま親善大使のスチッタ・グ

ナセカラさんと、アメリカ出身で邦楽を研究するシュムコー，コリー

ン・クリスティナさん（2014-16／東京葛飾ＲＣ）が、スピーチをしました。 

スチッタさんは、自身がスリランカに設立した日本語学校からすでに 69 人の若者を日本留学に

送り出したこと、その卒業生の中から米山奨学生になる学生が出たことなどを報告。「良いロータ

リーになっていませんか？ですから皆さん、もっと喜んでください」との彼の言葉に、会場は笑い

と拍手に包まれました。また、コリーンさんは、三味線の実演で会場を湧かせながら、邦楽との出

合いや“ロータリーは家族”との思いを語り、ロータリーとの交流をベースに彼女が作曲した邦楽

曲などを披露しました。二人の発表に、会場の皆さんから惜しみない拍手が送られました。 
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タイ米山学友会が植樹活動 
タイ米山学友会が 7 月 30～31 日、学友

13 人と、その家族・友人を合わせた計 32

人で植樹活動を行いました。 

今回植樹をしたのは、タイ東北部にある

タップラーン国立公園で、2005 年に世界自

然遺産にも認定された公園です。地元市役

所の協力を得て苗木 60 本を植え、水やり

をしたほか、Ｙ字型のゴムパチンコを使っ

た種飛ばしには、子どもも大人も楽しみな

がら、競い合って遠くへと飛ばしました。 

最後は全員でマッシュルーム工場を見

学し、仲間同士の絆を一層深める 1泊 2日

の活動となりました。 

台湾学友会による日本人対象奨学金 第 8 期生が決定 
台湾米山学友会（正式名称：（社）中華民国扶輪米山会）による台湾版米山記念奨学事業「日本

人若手研究者奨学金」の第 8 期生が決定しました。6 月末までの締切に 8 人の応募があり、台湾米

山学友会理事会による選考の結果、合格者 2人が決定しました。今年 9月から 1年間、台湾学友会

から毎月 25,000 台湾ドル（約 85,000 円）が支給されるほか、学友会メンバーがカウンセラーとな

って、台湾での留学生活を物心両面で支えます。 

 ⼩野 真帆さん 

震災プロジェクトにより台
湾へ留学。嘉義県の南華大学
で勉強中。9 月から国立台湾
大学大学院国家発展研究科
へ進学し、「アジア地域統合
での台湾の苦境」を研究す
る。 

 伊藤 剛浩さん 

9 月から国立清華大学大学院
へ進学。研究テーマは「高速
に降水量予測を行うための数
値演算加速器の研究」「次世代
主記憶装置を有効に活用する
ための計算機アーキテクチャ
の研究」。 

まもなく最新の米山月間資料が届きます！ 
最新の米山月間用資料を全ロータリークラブへお届けします（9 月

16 日より発送開始、21 日には到着予定）。クラブ会長およびクラブ米

山奨学委員長は必ずお目通しください。ガバナー、ガバナーエレクト、

評議員、理事、専門委員、地区米山奨学委員長・委員の皆さまにもお

送りします。 

【⽶⼭⽉間資料】 
①⾖辞典（必ず会員のみなさま全員へ配布してください） 
②クラブ⽶⼭記念奨学委員⻑の⼿引き 
③寄付⾦マニュアル ④事業報告書 ⑤事業報告書（統計・資料編） 
ほか 


